
Wi-Fi

画像解析技術による配筋検査の高度化リモートマネジメント、デジタルツインにより、
働き方改革の実現を目指します。 1 配筋ピッチと鉄筋径・本数に加えてかぶりと有効高さの

計測を試行します。

MR技術を用いた配筋、
型枠出来形検査の高度化および
遠隔臨場による監督・検査の効率化

2
配筋ピッチ、スペーサー個数、重ね継手長、かぶりなどの
品質検査を遠隔で実施します。

品質管理帳票自動作成および
CIMモデル属性情報への自動連動による
検査の効率化

3

データを活用して土木工事における

品質管理の高度化等を図る技術Ⅱ
対象技術

試行内容のご紹介

施工現場で作成した出来形
記録を CIMモデルに位置情
報を含む属性情報として自
動紐づけを試行します。

配筋撮影画像 計測作業イメージ

有効高さ

基準マーカー

位置マーカー

かぶり

かぶりと有効高さ

MRデバイス検査イメージ

施工現場

TS測定器

Ultra-WiFi

ノートPC

カメラ位置マーク

属性情報の付与を実行

カメラマークをクリック

橋梁CIMシステム 出来形帳票の自動作成

MRデバイスカメラの映像・音声

遠隔臨場による出来形検査イメージUltra-WiFi

Wi-Fi

MR検査イメージ

クリックして帳票を表示

出来形記録を属性情報として自動付与

検査箇所を特定

● 品質検査

● 帳票連動

● 設計図書

設計値を帳票に入力

● BIM/CIM モデ
　 ルへ連動

インターネット
経由

属性情報へ付与

品質検査帳票

MR 遠隔品質検査

検査帳票作

品質帳票へ
データ連動

遠隔臨場

現地配筋・型枠出来形検査

現地撮影写真

MR 技術検査

画像解析技術検査


